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温熱化学放射線療法が著効を示した進行頸部食道癌の1例
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はじ3うに

近年,多 くの基礎研究により温熱療法の抗腫瘍効果

が明らかになり,化 学療法および放射線療法に温熱療

法を併用することにより,そ の抗腫瘍効果がさらに増

強することが報告されている
1ン).食道癌は放射線,化

学療法剤 (特にbleOmycin)に 対して高感受性であり,

それに加えて杉町らりが開発した腔内加温装置により

良好な食道内の加温が可能となり,温 熱化学放射線療

法を行うのに最も適応のある癌の
一つであると考えら

れる。そして臨床の上でも,良好な結果が報告
り~61され

るようになったが,加 温法に困難が予想される頃部食

道痛では,温 熱化学放射線療法が著効を示したという

報告はわれわれの調べえた範囲では認められなかっ

た。今回,わ れわれは進行頸部食道癌に温熱化学放射

線療法を行い,術 後の切除標本の検索で癌病巣を認め

なかった 1例 を経験したので報告する。

症  例

患者 :55歳,女 性.

主訴 :廉下困難.

家族歴 :特記すべきことなし.
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既往歴 :20歳時に虫垂切除術を受けた。50歳時に気

管支拡張症で20日間入院しその後通院加療を受けてい

ブ【=。

現病歴 !昭和61年2月 ごろより咽頭痛が出現,近 医

を受診し食道造影および食道内視鏡を受けたが,異 常

所見は認められなかった。その後,症 状は改善せず,

照下困難も出現したため,昭 和62年9月に他院を受診

し,食 道造影にて頭部食道に異常陰影を指摘されたた

め昭和62年11月24日当科を紹介され入院となった。

入院時現症 :身長154cm,体重49kgで体格中等度,

貧血黄痘認めず,表 在リンパ節も触知しない。心,肺

に異常を認めず,腹 部は平坦,軟 で肝臓を1横指,腹

部正中で触知した。直腸診では異常所見を認めなかっ

ブt i .

入院時移こ査所見 i carbohydrate antigen 19,9が54

U/mlと 軽度高値を認めた以外,異 常値は認められな

かった。

食道造影所見 :頭部食道 (Ce)に おいて長径約5cm

の狭窄の強い螺旋型の陰影欠損が認められた (図1).

内視鏡所見 :病変部は上門歯列より18cmか ら23cm

にかけて全周性の狭窄しており,一 部陥凹した部位も

認められた (図2).

生検組織像 !軽度の角化傾向を有する中分化型扁平
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図 1 食 道造影所見 i局在はCe,長 径約5cmの 狭窄
の強い螺旋型の陰影欠損が認められた.

図 2 内 視鏡所見 !病変部は上門歯列より18c mか ら

23c mにかけて全周性に狭窄しており,一 部陥凹し

た部位も認められた.

上皮癌の診断を受けた (図3).

その他気管支鏡,computed tomography(CT),超

音波検査の所見において気管膜様部の外側よりの圧排

所見 (図4)を 認めたが,は っきりした遠隔転移は認

められなかった。

以上の所見より遠隔転移は伴わないが一部気管膜様

部に直接浸潤またはリンパ節転移を介しての浸潤が疑

われる頸部食道癌と診断し,術 前療法として温熱化学

放射線療法を開始した。

温熱化学放射線療法が著効を示した進行顕部食道癌の 1例 日消外会誌 22巻  7号

図 4 C T所 見 i癌腫の気管支膜部への浸潤が疑われ
た (→印).

図5 当 教室の温熱化学放射線療法のスケジェール
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術前治療方針は当教室の温熱化学放射線療法のスケ

ジュールに従った (図5).放 射線療法は 1回照射量2

Gyを 週 5回 , 3週 連続で計 30Gy,温 熱療法は加温

装置として IH500‐T13 56MHz。 (インターノバ社)を

用い,加 温方法は杉町らの方法3)に準 じ,capacitive

radionequency(RF)に よる腔内加温とした。有効温

度は腫瘍表面温度 として 42～45℃で30分とし,週 2

回, 3週 連続で計 6回 を 目標 とした。化学療法は

bleomycinの1回投与量を7 5mgと し,プ ロトコール



1989年7月

図 6 切 除標本の肉眼的所見 1軽度の狭窄と治癒傾向

にある2本の浅い潰瘍 (→印)を 認めたが,明 らか

な腫瘍塊は認められなかった.

に示すように,24時間持続皮下注で計10回,総量75mg

とした。しかし,本 症例においては, 3週 間日に放射

線宿酔が発生したため,温熱療法は計 5回で終了した。

治療終了後,18日 目に,喉 頭全摘術,頭 部食道切除術,

左甲状腺切除術,終末回腸右結腸置換術(胸骨後経路),

下咽頭回腸吻合術,結 腸胃吻合術,回 腸横行結腸吻合

術を施行した。手術所見は食道癌取扱い規約つにより,

Ce,Al,Nlぃ ),MO,P19で あり,根 治度 CIIIの手術が

施行された,

切除標本の肉眼的所見 :幅約2.5cmに かけて軽度

の狭窄と治癒傾向にある2本 の浅い漬場を認めたが,

明かな腫瘍塊は認められなかった (図6).

切除標本の組織学的所見 i切除標本より約2mmお

きの組織切片を作製し,組 織学的所見を検索した。標

本の特に潰瘍部には,粘 膜下層から粘膜固有層にかけ

てびまん性の線維化が認められ,一 部筋層まで達する

果物肉芽組織およびその中に存在する多数の果物巨細

胞が認められた。 し かしすべての切片のいかなる部位

にも癌組織は認められなかった。また,肉眼的に Nl(+)

と診断したリンパ節を含めてすべての摘出した リンパ

節には癌転移は認められなかった (図7).

術後経過は良好で当科初診時以来11か月の現在,外

来で OK・432,PSKに よる免疫療法で経過観察中であ

り現時点で再発は認められていない。

考  察

進行食道癌は消化器癌の中でも非常に予後の悪い疾

患のひとつで,外 科的に原発巣切除を前提としても強

力な術前合併療法を行 う必要が高い疾患である。従来

より,食 道癌の術前の合併療法は放射線化学療法が主
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図 7 切 除標本の組織学的所見 :潰瘍部には,粘 膜下

層から粘膜固有層にかけてのびまん性の線維化が認

められ,一 部筋層まで達する果物肉芽組織およびそ

の中に存在する多数の異物巨細胞が認め られた

(HE× 40),

体であり,臨 床の上でも,良 好な治療結果を得たとい

う報告ゆりも多く認められるが,ま だまだ満足できる成

績ではない.一 方,近 年,多 くの基礎研究により放射

線療法および化学療法に温熱療法を併用することが抗

腫瘍効果を増強す ることが明 らかにな りつつあ

り1の
～19,癌の集学的治療のひとつとして温熱療法を取

り入れる施設が増加してきた
1い～1り.食道癌においては

杉町らが開発した腔内加温装置
めにより,安 全でかつ

良好な誘電加温が可能であり,温 熱療法の併用が食道

癌集学的治療の
一つの手段として有用であるとする報

告り
～。も多く認められている。しかし,頭部食道癌に対

して温熱化学放射線療法が著効を示した報告はわれわ

れが調べえた範囲では認められなかった。

今回の症421では,困 難が予想された加温装置の頸部

食道の留置による廉下反射の出現は,前 処置として局

所麻酔剤による喉頭咽頭麻酔を行 うだけで予防するこ

とが可能であった。また前後
一対の外部アプリケー

ターと前頸部および項部の間の hot spotも両者間を

密着することにより認められなかった。
一方,わ れわ

れの装置では食道癌表面の温度モニタ
ーにおいて温熱

療法開始後約 1分で有効温度に達し,比 較的低出力で

極めて有効な加温が可能であった(図8),今 回の症例

において本治療法が著効した理由の 1つ として高温持
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温熱療法中の癌腫麦面の温度モニターと出力の

係

続による温熱療法の抗腫瘍効果が十分に発揮 されたと

考えられた。食道癌は今回の症pllのように原発巣の制

御のみで予後を語れないのは通説であるが,温 熱化学

放射線療法により腫瘍細胞の消失を認めた点で,本 療

法が進行頭部食道癌の術前の有効な治療方法であると

考えられた。また,本 治療法は高齢者および riskの高

い切除不能頭部食道癌症例に対する姑息的手段 として

も従来の放射線化学療法以上に良好な結果を得 る可能

性が高いことが示唆された。

ま と め

進行頸部食道癌に温熱化学放射線療法を施行 し著効

を示 した 1421を経験 したので報告 した。
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